
ＳＮＳを使用した広報戦略は
大学スポーツにおいて有効であるか

～帝京大学ラグビー部を事例に～

柴 秀樹 刈屋 優菜 瀧 真優 小泉賢司 塚脇 海

帝京大学大山ゼミＡ
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2015年11月21日
日本経済新聞 夕刊１ページ より

情報発信

アクション

企業 SNS利用者

企業も情報配信ツールとして利用



２０１４年２月６日 サッカーキング記事より抜粋
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年代別（情報収集経路としての）

ＳＮＳ利用率

（歳）

Ｊリーグスタジアム観戦者調査報告会より

SNS系での情報入手は２０１１年は１２．５%で
１０番目だったが、２０１２年に２４．８%で７番目。
２０１３年はクラブ公式HPとテレビ、新聞（一般紙）
に次ぐ４番目と年々利用者を増やしている。

同報告会では（情報収集経路としての）
SNS利用率も発表され、年齢別の利用率では、
１８歳以下の３３．９％、１９～２２歳の５１．８％、
２３～２９歳の４１．９％、３０～３９歳の３７．８％、
となっている。

参考：http://www.excite.co.jp/News/soccer/20140206/Soccerking_166809.html

２０１３年度 Ｊリーグ観戦者調査（n=１７,１６１）より

Ｊリーグ観戦者の情報収集ツール



帝京大学運動部

・・・ and more

SNS

ＳＮＳは大学スポーツにおいて有効である
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ラグビー部公式HP

運動部の情報発信媒体が少ない

強豪ラグビー部であっても
情報発信媒体が少ない

すべて持っているのは
２９クラブ中２クラブのみ
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年代別SNS使用率

1つだけ利用している 複数利用している 現在は利用してない 利用したことない

※平成２３年度 総務省「次世代ＩＣＴ社会の実現がもたらす可能性に関する調査(n=３,１７１)」より

若い世代のＳＮＳ使用率は高い
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１月

２０１５年～

６月 ９月７月 １２月

調査日：２０１５年１月１０日（土）
観戦者数：１２，１０７人
調査対象：主に帝京大学側の応援者 ７１７人
調査場所：味の素スタジアム
調査内容：大学ラグビー選手権大会においての観戦者調査

３－１．大学ラグビー観戦者調査



経緯

帝京大学の中でも人が集まるスポーツ観戦の場である
全国大学ラグビー選手権大会

過去５年間の成績

▼２００９年度 帝京大学 × 東海大学（神奈川県） １７，５６９人

▼２０１０年度 帝京大学 × 早稲田大学（東京都） ２５，４５８人

▼２０１１年度 帝京大学 × 天理大学（奈良県） １４，４０７人

▼２０１２年度 帝京大学 × 筑波大学（茨城県） ２０，０５０人

▼２０１３年度 帝京大学 × 早稲田大学 ２７，２２４人

◇会場に来る人はどのような人なのか
◇何をきっかけに会場に足を運ぼうと思ったのか



３－１．大学ラグビー観戦者調査 項目

Q:１男女比
Q:２年齢
Q:３職業
Q:４どこから来たか
→Q:５都内のどこから来たか
Q:６スタジアムまでの所要時間
Q:７決勝の情報はどこで知ったか
Q:８帝京と言えば何のスポーツか
Q:９ラグビーは好きか
Q:１０ラグビー経験はあるか
Q:１１タグラグビーを知っているか
Q:１２ラグビーの魅力
Q:１３大学選手権決勝に何回来たことがあるか
→Q:１４その試合は帝京大学の試合だったか
Q:１５決勝に来た理由

Q:１６ラグビーのルールを知っているか
Q:１７普段ラグビーの情報は何を見ているか
Q:１８帝京ラグビー部の選手について

どのくらい知っているか
Q:１９ラグビー部以外の帝京スポーツを

応援しているか
Q:２０帝京大学ラグビー部は社会貢献、

模範となる行動をしていると思うか
Q:２１帝京大学運動部によるスポーツイベン

ト・教室が開催されるとしたら参加して
みたいか

→Q:２２具体的な種目は何か
Q:２３好きなスポーツ
Q:２４今日の試合に対する気持ち
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大学生と比べ、帝京大学の決勝戦には社会人も多く来ている。
果たして学生と社会人とではどのような観戦動機の違いが見えてくるのか？

（人）

①ご職業は何ですか？



学生 社会人

10.2%

20.2%

5.6%

17.4%

22.1%

7.95% 11.2%

25.5%

3.4%

6.6%
11.2%

26.2% 20.5%

47.0%

45.2%

3.31%
9.0%

②普段ラグビーの情報は何をみてきたか？

28.8%
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学生 社会人

学生（n=３０２）

割合 人数

初めて 62.58% 189

１回 12.91% 39

２回 11.92% 36

３回 5.30% 16

４回 3.64% 11

５回以上 3.64% 11

社会人（n=２３２）

割合 人数

初めて 21.31% 49

１回 5.74% 13

２回 11.89% 27

３回 10.66% 24

４回 11.07% 27

５回以上 39.34% 92

③決勝に何回来たことがあるか
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35%
学生 社会人

学生(n=３０２）

認知度 割合 人数

１(まったく知らない） 28.15% 85

２（あまり知らない） 29.47% 89

３（ふつう） 25.83% 78

４（まあまあ知っている） 11.26% 34

５（非常によく知っている） 5.30% 16

社会人（n=２３２）

認知度 割合 人数

１（まったく知らない） 9.02% 21

２（あまり知らない） 9.43% 22

３（ふつう） 21.31% 49

４（まあまあ知っている） 31.56% 73

５（非常によく知っている） 28.69% 67

④ラグビーのルールを知っていますか
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30%

35% 学生 社会人

学生（n=３０２）

認知度 割合 人数

１（まったく知らない） 23.84% 72

２（あまり知らない） 32.11% 100

３（ふつう） 26.49% 80

４（まあまあ知っている） 12.58% 38

５（非常によく知っている） 3.97% 12

社会人（n=２３２）

認知度 割合 人数

１（まったく知らない） 17.62% 41

２（あまり知らない） 18.03% 42

３（ふつう） 22.95% 55

４（まあまあ知っている） 18.44% 42

５（非常によく知っている） 22.95% 52

④帝京ラグビー部の選手を知っていますか



帝京大学ホーム

ページ
友人から ポスター・ちらし

てぃーぼ公式

twitter

ラグビー部公式

HP・facebook

112 97 87 75 61

112
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SNS・ネット媒体が誘因となっていない

※2015年 大学ラグビー観戦者（ｎ=717）より
Q.本日の決勝戦の情報はどのように知ったか？

⑤決勝戦の情報入手経路

（人）



１月

２０１５年～

６月 ９月７月 １２月

３－２．帝京大学本部広報課へ報告

実施日：２０１５年６月１９日（月）
実施内容：ラグビー観戦者調査の結果報告

学生が多いという結果を受け、学生の実態について疑問が浮上



１月

２０１５年～

６月 ９月７月 １２月

調査日：２０１５年６月２９日（月）～７月３日（金）
学生総数：１６，５２５人
調査対象：経済学部生を中心とした帝京大学生 １，０８５人
調査場所：帝京大学八王子キャンパス
調査内容：大学生活・SNS使用頻度及びスポーツについての意識調査

３－３．学内調査アンケート



３－３．学内調査アンケート 項目



Yes

109 人

No

963人

決勝を観に行きましたか

約９割の人が観に行っていなかった



決勝に行った 決勝に行ってない

人数 割合 人数 割合

Facebook ３６人 ３４．６％ １９４人 ２０．２％

Twitter ９６人 ８９．７％ ７８２人 ８１．５％

Instagram ５３人 ４９．５％ ３７８人 ３９．４％

全体 １０９人 ― ９６３人 ―

主に使用しているソーシャルメディア

比較①



決勝に行った 決勝に行ってない

人数 割合 人数 割合

している ６１人 ５６．１％ ２０２人 ２１．０％

していない ４８人 ４３．９％ ７６０人 ７８．９％

全体 １０９人 ― ９６２人 ―

帝京大学マスコットキャラクターの
twitterをフォローしているか

マスコットキャラクター：てぃーぼー

比較②



決勝に行った 決勝に行ってない

人数 割合 人数 割合

している ６３人 ５７．８％ ３９３人 ４０．８％

していない ４６人 ４２．２％ ５７０人 ５９．２％

全体 １０９人 ― ９６３ ―

帝京大学のSNSを見ているか

比較③
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学生がよく利用する媒体
１位Twitter・２位Instagram

ラグビー部が情報発信する媒体
Facebookのみ

※2015年 大学ラグビー観戦者（ｎ=717）より
Q.普段ラグビーの情報は何を見ていますか？
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※２０１５年 帝京大学学内意識調査（n=１,０８７)より
Q.使用頻度が高いSNSの種類を３つ教えてください（１～３位まで選択）

233

895

181

432

92

(人)

情報媒体のミスマッチ



月間アクティブユーザー

Twitterを超える

３．０億人

男女比

一日の平均投稿枚数

累計投稿枚数

３００億枚

７，０００万枚

一日の平均いいね数

２．５億回

法人向けSNS受託事業 株式会社シェアコト調べ(２０１４年１２月１日時点)

女性
７０％

男性
３０％

Instagramとは



社会人男性 社会人女性 学生男性 学生女性
ルールの認知度 0.3294 0.7430 0.329 0.531

(0.268) (0.504) (0.268) (0.419)
社会貢献 0.0628 1.39*** 0.063 0.482*

(0.1933) (0.447) (0.193) (0.259)
選手の認知度 0.4585 1.21** 0.459 1.125*

(0.283) (0.487) (0.283) (0.405)
スポーツイベントの参加希望 -0.1198 -1.59*** -0.120 -0.371

(0.201) (0.416) (0.201) (0.278)
大学のホームページ 0.4170 0.2550 0.417 0.140

(0.253) (0.503) (0.254) (0.271)
30分以内(ベース：61分～90分) 0.2520 -1.460** 0.252 0.020

(0.232) (0.688) (0.232) (0.293)
31分～60分(ベース：61分～90分) 0.406** -0.1443 0.406* -0.172

(0.22) (0.433) (0.22) (0.294)

女性とスポーツ観戦の相関関係



46.2%

35.9%

7.8%

47.4%

35.3%

14.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

Facebook

Twitter

Instagram

現在利用しているSNSはなんですか

2015年(n=563) 2014年(n=565)

２倍

MMD研究所調べ
スマートフォンアプリコンテンツに関する調査

使用率の伸び率が高いInstagram



目次

１．諸言

２．現状

３．調査実施と結果

４．考察

５．具体的な施策

６．期待できる効果

７．今後の展望



１月

２０１５年～

６月 ９月７月 １２月

５－１．ラグビー部の4年生へ提案

実施日：２０１５年７月７日（火）
実施内容：ラグビー観戦者調査と学内意識調査の結果報告

ラグビー部公式Instagram開設の提案



１月

２０１５年～

６月 ９月７月 １２月

５－２．ラグビー部岩出監督へ提案

実施日：２０１５年９月２９日（火）
実施内容：ラグビー観戦者調査と学内意識調査の結果報告

ラグビー部公式Instagram開設の提案



度重なる議論と意見交換の結果・・・



１月

２０１５年～

６月 ９月７月 １２月

５－３．Instagram開設

ラグビー部公式アカウントの作成
現状保持しているＦａｃｅｂｏｏｋとの連携が可能
公式オープンは１２月を予定
（１１月中旬に試験期間）
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①コアが投稿する
（※コア＝ラグビー観戦に訪れた人と定義）
②ライト（コアの友人）のTLで表示される
③ライトが興味を持つ
④会場に足を運んでネタとして投稿
⑤別のライトのタイムラインに表示される
⑥③に戻る

コアライト ライト

ライト

・・・ ・・・

・
・
・

コアからライトへの発信



Step1
「知って」

もらう

To 知らない人 情報の提示

Step2
「興味をもって」

もらう

To ラグビーに興
味がでてきた人

イベント連動など
を行い実施

Step3
「来て投稿して」

もらう

To 実際に応援
にきた人

来てくれた人が
投稿することによ
り発信者となって

もらう

Instagram具体的な施策案



◇既存の媒体による告知（広く知ってもらうための行動）
例：Ｆａｃｅｂｏｏｋ・学内のポスターなど

◇Ｉｎｓｔａｇｒａｍにおけるエンゲージメント動向の調査
（どのくらいの頻度・時間/試合の写真・オフショットの比較）

◇ラグビーに限定しないタグでの活動など

◇ハッシュタグの分析

Step1 「知って」もらう



◇いいね数によるイケメン
投票キャンペーン

◇インスタフレームによる話題作り
・選手と触れ合える時間をつくる
（チケット販売などの時）

・ラグビー部との距離が近づけば、
販売促進につながる

Instagramでのキャンペーン活動（仮）

Step２ 「興味をもって」もらう



◇写真を撮る

◇観戦に行く

◇投稿する

ファンコミュニティ
の形成

Step３ 「興味をもって」もらう

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjVsaeMxarJAhVC36YKHWuEAk8QjRwIBw&url=http://number.bunshun.jp/articles/-/770227/feedbacks?per_page%3D10&bvm=bv.108538919,d.dGY&psig=AFQjCNGBOzFetoCaOQE1AVbaHkB78LteLQ&ust=1448505314451980
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjVsaeMxarJAhVC36YKHWuEAk8QjRwIBw&url=http://number.bunshun.jp/articles/-/770227/feedbacks?per_page%3D10&bvm=bv.108538919,d.dGY&psig=AFQjCNGBOzFetoCaOQE1AVbaHkB78LteLQ&ust=1448505314451980


◇使用率から考えると若者がメイン
◇伸び率から考えると今後の大学のＰＲにもなる時代がくる

自らが「発信者」となることができる

「ハッシュタグ」「タグ付け」「ロケーション」等を効果的に使う

ライトからコアに そして発信者に



①若い人ほどSNSをよく使っている

②帝京大学ラグビー部の媒体と学生が使う媒体がミスマッチしている

③Instagramは現在伸び代が最もあるSNSである

④ＳＮＳで学生に投稿してもらうことで発信者になってもらう

⑤ＳＮＳでの広報戦略においては、受信側の使用している媒体を
活用することが有効である

まとめ
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今後の展望

調査・分析Instagram 開設 研究発表

InstagramをはじめとしたSNSを使った広報戦略が有効か検証

大学選手権決勝

→日本スポーツ産業学会



ご清聴ありがとうございました
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